
言語文化研究科 
学位プログラム： 言語文化 
授与する学位： 修士（言語文化学） 
 
教育目標 
 
大阪大学および言語文化研究科の教育目標を受けて、学位プログラム「言語文化」では以下の

とおり教育目標を定めています。 
 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 

言語と文化に関する最先端かつ高度な専門性、深い学識、教養、デザイン力、そして国際性
を身につけた人材の育成を目標としています。 
 

○高度な教養 
既存の学問領域に捕らわれず、高度な教養を身に付け、学際的観点から複眼的、俯瞰的に思

考し、多角的に評価できる力を養います。 
 

○高度な国際性 
グローバル化や情報化が進展する今日、政治・経済・教育などの領域において、世界の諸地

域・諸民族の相互理解を成り立たせるためには、それぞれの言語や文化を適切に理解し尊重す
る姿勢が必要です。このような社会において、言語や文化の差異を越えて、豊かなコミュニケ
ーションを実らせる高度な言語能力を養います。 

 
○高度なデザイン力 

言語文化に関する本質的かつ複雑多様な課題を発見し、解決の道筋を構想できる力を養いま
す。また、言語文化の成り立ちに対する洞察力、得られた知見を多様な情報手段によって発信
する能力も養います。 
 
学位プログラム「言語文化」は、博士前期課程を通して、学生にカリキュラム・ポリシーによ

って編成された科目を履修させ、教員の適切で多面的な指導によって論文作成や研究発表をさせ
ることで、言語文化に関する高度な専門性と深い学識、そして地域社会および国際社会に対する
言語文化学的な洞察力を身につけた、学術・文化・教育・社会・産業などの多様な分野でリーダ
ーとして活躍し得る人材を育成します。 

  



卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 
大阪大学および言語文化研究科のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「言語文化」

は、言語と文化に関する高度な専門性と深い学識、教養・デザイン力・国際性を身につけ、所定
の単位を修得し、学位論文の審査及び最終試験に合格した学生に学位を授与します。 
 博士前期課程では、以下の「学習目標」を達成したと判定された学生に修士（言語文化学）の
学位を授与します。 
 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
・言語文化に関する最先端かつ高度な専門性と深い学識を有する。特に、言語、文化、教育、メ
ディア、翻訳等に関する理論に精通している。 
 

○高度な教養 
・日本及び国際社会の多様な言語文化事象に関して、既存の学問分野に捕らわれない、学際的
で幅広い興味・関心及び高度な教養を有する。 
・言語情報処理やデータ統計処理に関する能力を有する。 
 

○高度な国際性 
・言語や文化の差異を越えてコミュニケーションを図るための高度な言語運用能力を習得して
いる。 
・留学生は、高度な日本語運用能力を有する。 

 
○高度なデザイン力 
・言語文化に関する専門分野において、本質的かつ複雑多様な課題を発見し、的確なデータ・
文献資料収集を通して、解決の道筋を構想できる能力を有する。 
・独創性、実証性、論理性、明確性等の要件を満たした論文を執筆する能力を有する。 
・論理的で説得力のある研究発表をするためのプレゼンテーション能力を有する。 
 

 
 

  



教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 
大阪大学および言語文化研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「言語文

化」の教育は、ディプロマ・ポリシーに掲げる知識や技能を修得させるべく、体系的かつ多様な
科目の授業及び学位論文の作成等に対する指導によって行われます。 

 
＜教育課程編成の考え方＞ 

学位プログラム「言語文化」は 6 つの講座によって構成され、カリキュラム・マップに示さ
れているように、以下の３つの履修分野に分かれて教育・研究が行われます。 

 
・履修分野Ｉ：超領域文化論、表象文化論を中心に履修します。 
・履修分野 II：コミュニケーション論、第二言語教育学を中心に履修します。 
・履修分野 III：理論言語学、デジタルヒューマニティーズ、言語認知科学を中心に履修します。 
 

各履修分野は上記の研究領域に沿って開講科目が構成されていますが、言語文化専攻では、
既存の学問領域に捕らわれず、総合的・超域的な言語文化研究を重視することから、従来の学
問分野の領域を超えた横断的な教育・研究を可能にする場として、学生は各自の研究関心を深
め、広げるために、すべての履修分野の科目を自由に選択し、履修することができます。 

  学生の研究課題や論文作成の指導については、１名の学生に対し２名の指導教員が担当しま
すが、指定された指導教員以外にも言語文化専攻所属の全教員に直接指導を求めることができ
る「集団指導体制」を取っています。 

 
＜学修内容及び学修方法＞ 
授業形式は、学生自身による問題解決型の学習を取り入れつつ、各専門教育科目の教授内容に

合わせ、講義、演習、実習と様々です。なお、博士前期課程では、１年次に専攻共通の必修科目
として、大学院における研究を実践するための基礎知識を学ぶ「研究実践基礎」、２年次に高度
なプレゼンテーション能力を養う「研究発表演習」の２つの科目が開講されています。また、高
度教養教育科目ならびに高度国際性涵養教育科目をそれぞれ２単位修得します。 
 
＜学修成果の評価方法＞ 
各科目のシラバスなどに記載されている学習目標の達成度について、記載されている成績評価

の方法（筆記試験、レポート、口頭試験（研究報告を含む）等）を用いて評価します。 
 
以上のように、学位プログラム「言語文化」は、ディプロマ・ポリシーに掲げる「学習目標」

を学生が達成できるように、授業の開講と研究指導の両面で、高度かつ多面的なカリキュラムを
提供しています。 
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